
作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎

―
―

「
本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―

は
じ

め

に

室
生
犀
星
は
、
『夕
映
え
の
男
』
（講
談
社
　
昭
和
三
十
二
年
六
月
）
の
中

で
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

美
し
い
装
頓
の
書
物
か
ら
、
作
者
自
ら
遠
退
か
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ

の
作
家
の
荒
廃
た
だ
な
ら
ぎ
る
も
の
が
あ

つ
た
。
終
戦
前
後
か
ら
私
は
美

し
い
書
物
と
い
ふ
も
の
が
出
な
い
で
ゐ
て
、
余
り
に
美
し
い
書
物
は
こ
れ

を
見
る
こ
と
が
拒
ま
れ
る
気
持
ち
に
な
り
、
甚
だ
敬
遠
し
て
ゐ
た
。
（中

略
）
知
己
朋
友
か
ら
の
贈
呈
本
が
た
く
さ
ん
に
た
ま
り
、
そ
の
書
物
の
重

な
り
を
見
な
が
ら
、
何
と
か
し
て

一
冊
く
ら
ゐ
は
出
版
し
て
返
し
て
置
か

な
い
と
、
眼
覚
め
も
悪
く
心
は
蹟
き
、
文
学
の
上
の
地
位
も
う
す
れ
て
ゆ

く
思
ひ
で
あ

つ
た
。
片
方
に
は
書
物
に
た
い
す
る
荒
廃
の
気
合
は
愈
愈
深

く
身
心
に
く
ひ
入
り
、
か
が
や
か
し
い
装
頓
本
は
書
屋
に
し
ま
ひ
込
ん
で

も
、
そ
２
扉
の
前
に
少
時
立
ち
疎
ん
で
見
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
。
（中
略
）

色

誠

子

作
品
集
は
そ
の
作
家
の
売
れ
る
と
売
れ
な
い
の
に
関
係
な
く
、
二
年
く

ら
ゐ
間
を
隔
い
て
出
版
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
近
作
集
を
持
た
な
い
作
家

は
刀
を
さ
し
て
ゐ
な
い
武
士
と
お
な
じ
腰
抜
け
で
あ

つ
て
、
そ
の
ば
か
面

は
見
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
　

（傍
線
論
者
、
以
下
同
）

こ
こ
に
は
、
書
物
を
世
に
送
り
出
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
、
犀
星
の

信
念
が
見
え
隠
れ
す
る
。
い
や
、
執
念
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
に
述
べ
る
の
は
小
説
が
書
け
な
い
、
詩
作

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
著
作
集
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
か
ら

遠
の
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
性
泥
た
る
思
い
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

昭
和
二
十
三
年
か
ら
昭
和
三
十
年
の

『
黒
髪
の
書
』
出
版
ま
で
の
七
年
間
の

空
白
を
指
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
出
版
す
る
こ
と
日
本
を
造
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
拘

る
の
か
。
そ
れ
を
単
に
、
書
物
を
世
に
送
り
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

《文
学
の
上
の
地
位
も
う
す
れ
て
ゆ
く
思
ひ
》
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
だ
と
片
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作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―

付
け
て
は
な
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
犀
星
の
拘

っ
て
い
る
の
は
、
《美
し

い
装
頓
の
書
物
か
ら
、
作
者
自
ら
が
遠
退
》

っ
て
い
る
こ
と
へ
の
思
い
で
あ

る
か
ら
だ
。
犀
星
は
、
文
学
活
動
の
初
期
の
頃
よ
り
、
彼
の
創
作
意
識
は
自

著
の
装
頓
に
対
す
る
意
識
と
相
侯

っ
て
作
品
を
形
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

あ
る
意
味
に
お
い
て
の
犀
星
の
書
物
に
対
す
る
哲
学
が
、
昭
和
四
年
七
月
に

中
央
公
論
に
発
表
し
た

「書
物
と
友
愛
」
「装
頓
学
」
な
ど
で
述
べ
ら
れ
、

昭
和
十

一
年
四
月
に

『
薔
薇
の
羹
』
（改
造
社
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
覗
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
で
述
べ
た
い
。
ま
た
、

一
冊
の
書
物
と
造
本

・
装
頓
を
め
ぐ
る
物
語

『
火
の
魚
』
（昭
和
三
十
五
年
）

の
中
で
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
作
品
を
描
く
こ
と
と
、
本
を
造
る
こ
と
を
同
次
元
と
し
て

捉
え
る
創
作
意
識
を
持

つ
犀
星
の
著
作
の
装
頓
の
数
を
み
て
み
よ
う
。
犀
星

自
身
に
よ
る
装
頓
は
、
五
十
六
作
品
に
の
ぼ
る
。
そ
の
他
、
恩
地
孝
四
郎

二
十
三
／
岸
田
劉
生
　
一二

（
カ
バ
ー
絵
　
一
し

／
東
郷
青
児
　
一
一／
山
口
蓬

春
　
四

（装
画
　
四
）
／
武
者
小
路
実
篤
　

一
／
小
穴
隆

一　

四
／
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
を
み
る
と
、
自
装
の
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
恩
地
孝
四
郎

に
よ
る
も
の
が
群
を
抜
く
。
犀
星
の
著
書
の
中
に
見
る
恩
地
の
仕
事
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

・

『
愛
の
詩
集
』
（感
情
詩
社
／
大
正
七
年
）
１
１
装
帳
、
一扉
絵
、
挿
絵

・

『愛
の
詩
集
』
（兼
英
閣
／
大
正
九
年
）
―
―
装
頓
、
一扉
絵

。

『定
本
愛
の
詩
集
』
（衆
英
閣
／
昭
和
三
年
）
―
―
挿
絵

（三
点
）

『
新
し
い
詩
と
そ
の
作
り
方
』
（文
武
堂
書
店
／
大
正
七
年
）
―
―
装

頓
『抒
情
小
曲
集
』
（感
情
詩
社
／
大
正
七
年
）
―
―
扉
絵
、
挿
絵

『第
二
愛
の
詩
集
』
（文
武
書
店
／
大
正
八
年
）
―
―
装
頓

『
性
に
目
覚
め
る
頃
』
（新
潮
社
／
大
正
九
年
）
―
―
装
頓
、
一扉
絵

『寂
し
き
都
会
』
（衆
英
閣
／
大
正
九
年
）
ｌ
ｌ
装
頓
、
扉
絵
、
挿
絵

（
四
点
）

『
蒼
白
き
巣
窟
』
（新
潮
社
／
大
正
九
年
）
―
―
装
頓
、
一扉
絵

『古
き
毒
草
園
』
（隆
文
館
／
大
正
十
年
）
―
―
装
頓
、
一扉
絵

『香
腫
を
盗
む
』
（隆
文
館
／
大
正
十
年
）
―
―
装
頓
、
一扉
絵

『美
し
き
氷
河
』
（新
潮
社
／
大
正
十
年
）
―
―
装
帳
、
扉
絵

『
蝙
蝠
』
（隆
文
館
／
大
正
十
年
）
―
―
装
頓
、
一扉
絵

『
星
よ
り
来
た
れ
る
者
』
（大
鐙
閣
／
大
正
十

一
年
）
―
―
装
頓
、
一扉

絵
『室
生
犀
星
詩
選
』
（
ア
ル
ス
／
大
正
十

一
年
）
―
―
装
頓
、
一扉
絵

『
青
き
魚
を
釣
る
人
』
（
ア
ル
ス
／
大
正
十
二
年
）
―
―
装
頓
、
一扉

絵
、
挿
絵

（
一
点
）

『
鶴
』
（素
人
社
書
屋
／
昭
和
三
年
）
―
―
装
頓

『
青
い
猿
』
（春
陽
堂
／
昭
和
七
年
）
―
―
題
築
、
挿
絵

（二
十
点
）

『
聖
処
女
』
（新
潮
社
／
昭
和
十

一
年
）
―
―
装
頓
、
挿
絵

（十
三

点
）『鮎

吉

。
船
吉

。
春
吉
』
（小
学
館
／
昭
和
十
七
年
）
―
―
装
頓
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・

『我
友
』
（博
文
館
／
昭
和
十
八
年
）
―
―
題
簸

・

『動
物
詩
集
』
（
日
本
絵
雑
誌
社
／
昭
和
十
八
年
）
１
１
装
頓
、
挿
絵

（六
十
七
点
）

・

『
三
吉
も
の
が
た
り
』
（新
洋
社
／
昭
和
二
十

一
年
）
ｌ
ｌ
装
頓
、
一扉

絵
、
カ

ッ
ト

・

『山
の
動
物
』
（小
学
館
／
昭
和
二
十

一
年
）
―
―
装
頓

・

『
女
の
国

（別
版
Ｌ

（大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
／
昭
和
二
十
二
年
）

―
―
装
頓

・

『逢
ひ
ぬ
れ
ば
』
曾
田岳
本
社
／
昭
和
二
十
二
年
）
―
―
装
頓

ま
た
、
恩
地
が
挿
絵
を
担
当
し
た
犀
星
の
新
聞
小
説
も
あ
る
。

。

「青
い
猿
」
（都
新
聞
／
昭
和
六
年
六
月
～
八
月
）

。

「人
間
の
街
」
（福
岡
日
日
新
聞
／
昭
和
十
年
七
月
～
十

一
月
）

。

「聖
処
女
」
（東
京
朝
日
新
聞
／
昭
和
十
年
八
月
～
十
二
月
）

。

「山
吹
」
（中
部
日
本
新
聞
／
昭
和
十
八
年

一
月
～
二
月
）

こ
れ
ら
の
数
と
内
容
か
ら
も
、
犀
星
の
造
本
に
、
恩
地
が
い
か
に
関
わ

っ

て
い
た
か
が
解
ろ
う
。
と
同
時
に
犀
星
が
、
ど
れ
ほ
ど
恩
地
に
自
著
の
装
頓

を
託
し
て
い
た
の
か
も
解
る
。

本
稿
で
は
、
二
人
の
交
友
関
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
装
頓
意
識
を
考
察
し
、
本

を
造
る
と
い
う
こ
と
が
両
者
に
と

っ
て
創
作
上
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
て

い
た
の
か
を
考
え
た
い
。

一
、

「
感

情
」

時

代

の
犀

星
と

恩
地

大
正
三
年
。
恩
地
は
、
詩
と
版
画
の
同
人
誌

「
月
映
」
を
、
田
中
恭
吉
、

藤
森
静
雄
ら
と
は
じ
め
る
。
こ
の
こ
ろ

（大
正
三
年
か
ら
同
四
年
の
間
）
、

犀
星
や
萩
原
朔
太
郎
と
の
交
友
が
始
ま
る
。
同
五
年
に
は
、
犀
星
、
朔
太
郎

が
創
刊
し
た
詩
誌

「感
情
」
の
装
頓
を
す
る
他
に
、
第
二
号
以
降
に
は
版
画

や
詩
を
発
表
し
て
い
る
。
恩
地
は
、
号
を
重
ね
る
ご
と
に

「感
情
」
の
主
要

な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
を
し
て
い
く
。

こ
の

「感
情
」
の
活
動
の
中
で
の
、
犀
星
と
恩
地
を
強
く
結
び

つ
け
た
も

の
に
つ
い
て
、
恩
地
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
白
樺
』
に
傾
倒
し
て
ゐ
た
僕
は
、
『
感
情
』
の
な
か
で
は
室
生
傾
斜
で

あ

つ
た
。
二
人
で
よ
く
そ
の
人
道
主
義
的
感
情
で
感
激
し
合

つ
た
次
第
で

あ
る
。

文
学
上
の
思
想
で
意
気
投
合
し
、
犀
星
は
恩
地
に

「感
情
」
に
詩
を
発
表

す
る
機
会
や
、
第
二
十
号
に

「恩
地
孝
四
郎
抒
情
画
集
」
を
特
集
す
る
機
会

を
与
え
て
い
る
。
恩
地
は
、
第
二
十
五
号
に
発
表
し
た
詩

（「
ノ
ー
ト
よ
り

―
―
わ
が
友
に
―
―
し

に
、
犀
星
に
対
し
て
の
共
感
や
敬
愛
の
情
を
記
し

て
い
る
。
ま
た
、
恩
地
自
身
、
「感
情
」
に
詩
や
小
論
を
発
表
す
る
こ
と
で
、

《自
分
の
詩
が
こ
の
世
に
存
在
し
て
も
い
い
こ
と
を
、
此
の
頃
や
つ
と
自
信

作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―
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作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―

が
持
て
て
来
た
》

（「感
情
」
第
二
十
三
号

「消
息
し

と
実
感
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
交
友
と
信
頼
関
係
か
ら
、
恩
地
は
大
正
七
年

一
月
、
犀
星
の
詩

集

『
愛
の
詩
集
』
（装
帳
、
一扉
絵
、
挿
絵
）
を
手
掛
け
る
。
そ
の

『
愛
の
詩

集
』
に
つ
い
て
恩
地
は
、
「
『
愛
の
詩
集
』
手
簡
」
（
「感
情
」
十
六
　
第
三

年
第

一
月
号
）
の
中
で
、
出
版
さ
れ
た

『愛
の
詩
集
』
を
妻
に
ま
で
贈
呈
し

て
く
れ
た
こ
と
を
犀
星
に
感
謝
し

つ
つ
、
半
ば
高
揚
し
た
調
子
で
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

自
分
は

一
人
屋
敷
に
座
り
こ
ん
で
本
を
あ
け
た
り
と
ぢ
た
り
し
て
ゐ

た
。
そ
し
て
、
お
ち

つ
か
ず
よ
ん
だ
り
、
誰
か
と
大
声
で
話
し
た
り
、
腕

を
組
ん
で
闊
歩
し
た
い
気
持
ち
だ
。
（中
略
）

何
し
ろ
君
に
あ
は
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
君
は
ゐ
な
い
と
思

っ
た
。
そ

れ
で
も
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
電
車
の
な
か
で
第

一
頁
を
切

つ
た
。

無
性
に
心
が
は
ぢ
け
る
。
あ
け
て
は
よ
み
し
て
ゐ
て
僕
は
真
昼
か
ら
こ
の

詩
集
の
出
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。
君
が
こ
う
し
て
詩
を
か
い
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
友
人
と
し
て
僕
を
遇
し
て
く
れ
る
君
で
あ

る
こ
と
に
二
重
に
喜
ぶ
。
全
く
小
供
の
様
に
う
れ
し
さ
で

一
杯
に
な

つ
て

ゐ
る
。

人
ご
み
の
な
か
で
君
の
詩
を
よ
ん
で
ゐ
る
と
君
の
立
派
さ
が
は
つ
き
り

す
る
。
人
た
ち
の
な
か
に
こ
の
詩
集
を
抱
い
て
ゐ
る
僕
を
う
れ
し
く
思

ふ
。
こ
の
詩
集
を
抱
い
て
ゐ
る
と
君
の
心
の
君
の
肉
体
の
君
の
こ
の
世
の

形
の
大
き
い
形
の
な
い
世
界
を
筋
肉
に
感
ず
る
様
だ
。
そ
し
て
僕
に
僕
自

身
が
愧
し
く
な

つ
た
。
だ
か
ら
そ
れ
よ
り
も
こ
の
本
の
出
た
こ
と
が
う
れ

し
か

つ
た
。

さ
ら
に
、
『
愛
の
詩
集
』
の
出
版
と
犀
星
の
詩
作
に
刺
激
を
受
け
た
恩
地

は
、
自
身
を
鼓
舞
す
る
か
の
よ
う
に
こ
う
結
ぶ
。

室
生
君
は
立
派
だ
。
僕
も
立
派
に
な
ら
な
け
れ
ば
余
り
に
さ
び
し
す
ぎ

る
。
そ
の
立
派
さ
が
実
に
も

つ
と
大
き
く
な
り
、
山
の
如
く
に
な
り
、
僕

の
ま
へ
に
立

つ
。
僕
は
そ
の
日
を
数

へ
る
と
た
ま
ら
な
く
な
る
。
僕
は
僕

の
い
ひ
た
い
こ
と
を
み
ん
な
君
が
い
つ
て
ゐ
る
様
な
気
が
し
た
。
そ
し
て

心
細
か

つ
た
。
併
し
、
そ
れ
は
違
ふ
。
や
は
り
僕
で
な
け
れ
ば
云
わ
れ
な

い
こ
と
が
僕
の
た
め
に
と

つ
て
あ
る
筈
だ
。
君
は
君
の
こ
と
を
か
く
も
立

派
に
語

つ
た
。
あ
あ
僕
も
言
を
語
り
う
る
日
に
到
り

つ
け
。
そ
の
と
き
初

め
て
君
の
詩
を
、
君
の
言
の
立
派
さ
を
正
当
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来

る
の
だ
。

そ
し
て
君
は
君
で
立
派
に
な

つ
て
ゆ
く
。
そ
こ
に
男
性
の
、
そ
し
て
人

間
の
美
し
い
交
り
が
あ
る
。
僕
は
そ
の
日
を
夢
想
す
る
。

後
に
恩
地
は
、
「
装
書
回
想
」
（
『
書
窓
』
七
巻

一
号
　
昭
和
十
四
年
二

月
）
の
中
で
、
『
愛
の
詩
集
』
装
頓
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「愛
の
詩
集
」
。
室
生
犀
星
の
処
女
詩
集
、
表
紙
に
用
い
た
濃
紅
色
の
舶



来
雲
目
紙
を
探
し
あ
て
た
喜
び
を
今
も
思
い
出
す
。
こ
の
時
見
本
に
買

っ

て
来
た
紙
は
、
未
だ
に
用
い
ず
に
大
き
な
ま
ま
と

っ
て
あ
る
。
室
生
君
は

其
頃
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
傾
倒
し
て
い
て
、
「
虐
げ
ら
れ
し
人
々
」
中

創

淵

劇

刻

刊

引

列

川

０

劃

日

劉

引

創

コ

劃

側

の
‐

顔
を
か
け
と
い
う
。
苦
心
し
て
か
い
た
顔
を
小
さ
く
中
央
上
に
仏
文
で
題

名
を
黒
刷
に
し
た
。
背
に
は
細
ゴ
チ
ッ
ク
で
和
字
金
押
。
こ
の
細
ゴ
チ
ッ

ク
は
当
時
盛
に
洛
陽
堂
か
ら
出
た
武
者
小
路
さ
ん
の
本
の
背
文
字
を
、
又

そ
の
他
を
い
つ
も
か
い
た
字
風
で
、
室
準
膏
ス
リ
宏
鳥
Ｆ
Ｅ
～
Ｓ
れ
た
の
で

あ
る
。
室
生
君
も
大
に
喜
ん
で
く
れ
て
、
僕
の
処
に
も

一
冊
お
く

っ
て
く

れ
た
。　
一
九

一
八
年
と
あ
る
か
ら
丁
度
今
年
か
ら
二
十
年
前
で
あ
り
、
若

か
り
し
僕
ら
大
に
殉
情
で
あ

っ
た
次
第
で
あ
る
。
箱
に
も
こ
の
顔
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
野
重
治
は

『
抒
情
小
曲
集
』
の
印
象
を
、

そ
れ
は
実
に
不
思
議
な
本
で
あ

つ
た
。
本
と
い
ふ
よ
り
も

一
種
の
函
の

や
う
な
も
の
で
あ

つ
た
。
絵
と
か
、
序
文
と
か
、
覚
え
書
と
か
い
ふ
も
の

が
い
つ
ぱ
い
詰
ま

つ
て
ゐ
て
、
作
者
は
こ
の
本
を

つ
く
る
た
め
に
馬
鹿
の

や
う
に

一
心
に
な
り
、
読
ん
で
ゐ
る
も
の
に
そ
の
神
聖
な
馬
鹿
さ
が
そ
の

ま
ま
乗
り
う

つ
つ
て
く
る
種
類
の
も
の
で
あ

つ
た
。

と
、
驚
き
を
持

っ
て
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
前
述
の
よ
う
に
恩
地
は
犀
星
の
自
著
の
装
頓
を
多
数
手
掛
け

る
。
犀
星
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
詩
人
、
文
筆
家
た
ち
が
、
信
頼
で
き

る
装
本
家
と
し
て
恩
地
に
装
本
を
依
頼
し
て
い
る
。
中
で
も
、
恩
地
の
才
能

は
、
北
原
白
秋
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
彼
の
全
面
的
な
信
頼
と
出
版
社
ア
ル

ス
で
の
活
動
の
場
を
得
て
飛
躍
す
る
。
そ
し
て
、
恩
地
独
自
の
装
飾
様
式

（百
合
花
文
様
の
放
射
状
組
み
合
わ
せ
、
ア
カ
ン
サ
ス
葉
飾
り
、
葡
萄
蔓
草
、

連
続
文
様
の
木
版
技
法
な
ど
）
は
、
「
オ
ン
チ
式
」
と
呼
ば
れ
確
立
し
て
い

二
、
互
い

へ
の
言
及

感
激
と
高
揚
と
刺
激
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

「感
情
」
の
時
代
と
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た

『愛
の
詩
集
』
の
装
頓
。
こ
２
局
揚
期
以
降
、

つ
ま
り
、
『愛
の

詩
集
』
以
降
の
犀
星
は
恩
地
の
装
頓
を
、
恩
地
は
犀
星
の
自
装
と
装
噴
依
頼

の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
犀
星
の
恩
地
へ
の
言
及
を
、
自
著
の

「あ
と
が
き
」
で
追
っ
て

み
よ
う
。

・　
本
集
に
お
さ
め
た
恩
地
孝
四
郎
氏
清
水
太
郎
氏

の
カ

ッ
ト
木
版
に

つ
い
て
深
い
感
謝
を
し
な
が
ら
。

こ
の
よ
き
友
ら
に
挨
拶
し
な
が
ら
。

（
『
愛
の
詩
集
』
自
序
）

。
本
集
も
恩
地
孝
四
郎
君
に
装
頓
し
て
も
ら

つ
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分

の
著
書
は
み
な
恩
地
君
が
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。
併
せ
て
感

作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―
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作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―

謝
す
る
。
（
『蒼
白
き
巣
窟
』
［覚
書
∪

。
表
紙
装
頓
そ
の
他
　
表
紙
装
頓
は
支
那
の
布
の
絵
を
、
そ
の
侭
恩
地

孝
四
郎
氏
に
複
写
し
て
貰
う
た
も
の
で
あ
る
。
困
難
に
仕
事
に
好
意
を
も

つ
て
く
れ
た
恩
地
に
感
謝
し
、
久
し
振
り
で
君
の
装
頓
を
得
て
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
（
『
鶴
』
自
序

［覚
書
∪

恩
地

へ
の
謝
辞
が
短
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
現
在
確
認
す
る

こ
と
の
で
き
る
恩
地
宛
の
書
簡
の
中
に
も
、
依
頼
し
て
い
る
挿
画

（新
聞
小

説
）
に
つ
い
て
、
連
絡
事
項
が
わ
ず
か
に
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
恩

地

へ
の
信
頼
と
感
謝
の
念
は
、
短
い
こ
と
ば
の
中
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
犀
星
の
自
装

へ
の
刺
激
や
影
響
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。一

方
、
恩
地
は
、
「装
頓
雑
談
」
（大
正
十
二
年
七
月

『詩
と
音
楽
』
二
―

七
／
の
ち
、
『
工
房
雑
談
』
所
収
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

装
頓
を
や
っ
て
い
な
が
ら
、
果
た
し
て
そ
う
し
た
こ
と
が
い
い
の
か
悪

い
の
か
と
よ
く
考
え
る
。　
一
番
い
い
装
頓
は
、
書
物
の
内
容
、
即
ち
著
者

の
現
わ
し
て
い
る
も
の
と
、
同
じ
も
の
を
表
紙
と
か
そ
の
他
の
異
な
る
材

料
で
現
わ
し
て
い
る
の
が

一
番
い
い
装
頓
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か

し
、
こ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
か
。
例
え
ば
北
原
白
秋
氏
の
よ
う
な
、
自
ら

画
も
か
き
装
慎
材
料
方
法
に
つ
い
て
知
識
も
愛
着
を
持

っ
て
い
ら
れ
る
程

の
人
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
苦
も
な
く
成
立
す
る
。
し
か
し
著
者
が
自
ら

せ
ず
に
他
の
人
に
任
す
と
な
る
と
当
然
そ
こ
に
同

一
人
で
な
い
、
そ
こ
か

ら
来
る
隙
間
の
あ
る
べ
き
こ
と
は
普
通
と
し
て
な
け
ば
な
ら
な
い
。
（中

略
）
僕
は
室
生
君
の
本
を
屡
々
装
画
し
た
。
室
生
君
の
本
は
い
つ
も
室
生

君
が
う
ま
く
自
身
の
考
え
を
列
挙
し
て
、
僕
が
そ
の
形
を
与
え
る
た
め
に

代
理
す
る
。
だ
が
正
直
の
所
い
つ
も
い
い
装
頓
と
は
云
え
な
い
、
そ
れ
だ

か
ら
著
者
は
画
も
か
き
装
頓
法
に
も
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
い
い
本
は
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
に
定
れ
ば
、
誠
に
本
を
造
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
（中
略
）
装
頓
も
、
図
案
者
だ
け
で
は
出
来
な
い
。
出
版
者
、
製
本

者
、
彫
刻
者
そ
の
他
の
従
事
者
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ

っ

て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
み
ん
な
の
人
々
が
完
全
に

一
致
し
な
け
れ
ば
、
う
ま

く
ゆ
く
わ
け
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
協
力
者
の
全
部
が
融
合
し
て

一
事
を
遂

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
装
頓
原
案
者
が
そ
れ
ら
の
人
々
を
著
者
に
結

合
す
る
仲
立
ち
を
す
る
。
そ
こ
で
初
め
て
い
い
本
が
出
来
る
。

白
秋
と
犀
星
と
い
う
、
装
頓
に
お
い
て
異
な
る
タ
イ
プ
の
詩
人

（小
説

家
）
と
の
仕
事
を
経
て
、
戸
惑
い
と
も
思
え
る
思
考
の
中
で
装
本
家
と
し
て

の
自
ら
の
位
置
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
《室
生
君
の
本
は
い
つ
も
室
生
君
が
う
ま
く
自
身
の
考
え
を
列
挙
し

て
、
僕
が
そ
の
形
を
与
え
る
た
め
に
代
理
す
る
。
だ
が
正
直
の
所
い
つ
も
い

い
装
頓
と
は
云
え
な
い
》
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
恩
地
が
必
ず
し

も
犀
星
著
書
の
装
憤
に
納
得
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
恩
地
は
、
「装
頓
雑
記
」
の
中
で
、
↑
…
…
・著
者
と
し
て
は
自
身
と
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共
通
し
た
天
分
あ
る
装
頓
者
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
く
ば
そ

の
作
品
を
愛
し
う
る
も
の
を
選
び
互
い
に
敬
愛
し
う
る
両
者
の
間
に
成
さ
れ

る
な
ら
ば
、
よ
き
本
の
生
ま
る
べ
き
可
能
が
あ
る
》
と
も
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『愛
の
詩
集
』
以
降
の
互
い
へ
の
言
及
を
追

っ
て
い
く
と
、

確
か
に

《恩
地
君
》

《室
生
君
》
と
呼
び
合

っ
て
は
い
る
が
、
「感
情
」
の

頃
の
よ
う
な
、
詩
人
仲
間
と
し
て
互
い
の
影
響
を
認
め
新
し
い
詩
作

へ
向
け

て
動
き
出
す
と
い
う
心
的
な
近
さ
と
は
違
う
関
係
を
築
い
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。

で
は
こ
こ
で
、
改
め
て
恩
地
と
犀
星
の
そ
れ
ぞ
れ
の
装
本

・
造
本
の
意
識

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

三
、

〈
オ

ン
チ

・
イ
ズ

ム
〉

竹
久
夢
二
と
の
関
係
の
中
で
始
め
ら
れ
た
、
恩
地
の
装
本
の
仕
事
は
、

「
月
映
」
「感
情
」
「内
在
」
か
ら
、
ダ
ダ
や
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
影
響
を
受
け
た

新
興
美
術
運
動
に
関
心
を
寄
せ

つ
つ
、
独
自
の
装
本
世
界
を
展
開
し
て
い

く
。
ま
た
、
恩
地
の
新
し
い
試
み
は
、
愛
書
家
の
た
め
の
雑
誌

『
書
窓
』

（昭
和
十
年
創
刊
。
同
十
九
年
六
月
ま
で
続
く
）
上
で
、
自
ら
の
論
理
を
唱

え
、
誌
上
で
そ
れ
を
実
践
し
た
。
そ
し
て
、
自
作
の
詩
画
集

『
海
の
童
話
』

（昭
和
九
年
　
版
画
荘
）
、
詩

・
版
画

。
写
真
の
総
合
創
作

『
飛
行
官
能
』

（同
年
　
版
画
荘
）
、
詩
画
集

『
季
節
標
』
（同
十
年
　
ア
オ
イ
書
一房
）
、
詩
画

集

『
轟

。
海

・
介
』
（同
十
八
年
　
ア
オ
イ
書
一房
）
で
、
表
紙
を
は
じ
め
と

す
る
装
頓
、
目
次
、
本
文
の
活
字
組
み
、
挿
絵
ま
で
を
自
ら
手
掛
け
る

〈出

版
創
作
〉
を
実
践
す
る
。
こ
の

〈出
版
創
作
〉
に
つ
い
て
、
「
出
版
創
作
」

「
書
窓
』
三
巻

一
号
　
昭
和
十

一
年
五
月
）
の
中
で
、

出
版
創
作
と
は
或
は
新
語
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
云
ふ
意
味
は
創
作

最
初
か
ら
既
に
出
版
と
い
ふ
こ
と
が
表
現
手
段
と
し
て
選
ば
れ
て
ゐ
る
も

の
な
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
製
作
は
出
版
を
終
わ

つ
て
始
め
て

完
了
さ
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
製
作
中
の
文
な
り
絵
な
り
は
、
版
下
草

稿
な
の
で
あ
る
。
（中
略
）
近
代
製
版
印
刷
を
使
用
す
る
場
合
は
、
ま
づ

他
の
協
力
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
又
多
数
刊
と
な
る
刊
行
者
の
協
力

を
も
要
す
る
わ
け
で
あ
る
。
蓋
し
刊
行
者
と
の
協
和
に
よ
つ
て
出
版
工
程

を
用
ひ
て
製
作
す
る
と
い
ふ
の
が
近
代
的
な
出
版
創
作
で
あ
り
、
そ
し
て

生
ま
れ
る
も
の
が
創
作
出
版
物
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
加
え
て
、
《出
版
が
商
業
化
さ
れ
過
ぎ
た
現
在
》
を
ふ
ま
え
、

《粗
雑
に
流
れ
易
い
日
本
の
出
版
過
程
の
芸
術
的
展
開
の
た
め
に
、
優
れ
た

芸
術
家
に
よ
る
出
版
創
作
の
盛
に
現
は
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
》
と
、
繰
り

返
し
言
及
し
て
い
る
。

戦
後
は
、
写
真
の
ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
の
技
法
を
挿
絵
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
新
し
い
装
本
意
匠
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
四
年

一
月
に
、

博
報
堂
主
宰
の
装
頓
相
談
所
所
長

（後
に
所
長
）
と
な
り
、
同
年
四
月
に

は
、
第

一
回
装
頓
美
術
展

（装
頓
相
談
所
主
催
）
で
、
長
与
善
郎
著

『
そ
の

夜
』
（朝
日
新
聞
社
刊
）
の
装
頓
に
よ
り
、　
一
般
教
養
書
第

一
位
を
受
賞
。

作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―
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作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―

同
二
十
八
年
五
月
、
第
五
回
装
頓
美
術
展
に
お
い
て

『
萩
原
朔
太
郎
全
詩

集
』
（創
元
社
）
装
頓
に
よ
り
、
文
芸
部
門
で
装
頓
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

こ
の
世
界
で
の
地
位
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃

（
一

九
五
十
年
代
）
日
本
経
済
復
興
と
と
も
に
、
日
本
の
出
版
界
は
営
利
主
義
的

営
業
に
動
き
、
恩
地
の
目
指
し
理
想
と
す
る
装
本
家
が
著
者
、
印
刷
技
術

者
、
出
版
社
と
共
同
し
て
作
り
上
げ
る

〈美
術
創
作
〉
と
は
大
き
く
離
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
二
十
七
年
十

一
月
に

『
本
の
美
術
』
（誠
文
堂
新

光
社
）
を
出
版
す
る
。
一扉
に
は
、

《
こ
の
本
を
　
私
の
装
本

へ
の
機
縁
を

つ

く

っ
た
　
故
竹
久
夢
二
に
さ
さ
げ
る
》
と
あ
る
。
同
著
に
書
か
れ
て
い
る

「本
と
い
う
も
の
」
「本

へ
の
デ
ザ
イ
ン
」
「本
の
美
術
要
素
」
「装
本
と
は
」

「装
本
美
術
」
「装
本
デ
ザ
イ
ン
」
「
本
に
な
る
に
は
」
「装
本
者
」
「装
本
材

料
工
程
」
「
字

・
色

・
形
」
「
装
本
回
顧
」
「外
国
の
本
」
で
展
開
さ
れ
る
装

本
論
は
、

〈
オ
ン
チ

ｏ
イ
ズ
ム
〉
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
例
え
ば
、
次
の
よ

う
に
だ
。

―
―
本
は
文
明
の
旗
だ
、
そ
の
旗
は
当
然
美
し
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

美
し
く
な
い
旗
は
、
旗
の
効
用
を
無
意
味
若
し
く
は
薄
弱
に
す
る
。
美
し

く
な
い
本
は
、
そ
の
効
用
を
減
殺
さ
れ
る
。
即
ち
本
で
あ
る
以
上
美
し
く

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
（
「本
と
い
う
も
の
し

※

装
本
を
単
に
工
芸
と
し
て
扱
う
人
も
あ
る
が
、
本
と
い
う
も
の
の
性
質
を

考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
普
通
考
え
ら
れ
る
工
芸
品
と
し
て
扱

っ
て
し
ま

っ
て

い
い
も
の
と
は
い
い
切
れ
な
く
な
る
。
本
に
は
人
間
の
精
神
が
生
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。　
一
個
の
生
き
物
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
だ
。
（中
略
）
本

は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
も

っ
て
い
る
。
普
段
没
個
性
に
扱
わ
れ
る
学
術
書
な

ん
か
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
内
容
に
応
じ
て
個
性
的
に
装
わ
れ
た
な
ら

ば
、
さ
ら
に
そ
の
本
の
昨
日
を
増
す
に
違
い
な
い
。
　
　
翁
装
本
と
は
し

※

…
…
…
い
う
ま
で
も
な
い
が
本
の
内
容
に
合
致
し
た
装
案
で
あ
る
。
ど
ん

な
い
い
装
飾
美
を
成
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
本
の
性
格
に
あ
わ
な
け
れ
ば

凡
そ
ぶ
ち
壊
し
と
な
る
。
ど
ん
な
美
術
品
で
も
、
工
芸
品
で
も
同
じ
で
は

あ
る
が
、
使
用
目
的
と
合
致
し
な
い
考
察
は
全
然
ペ
ケ
で
あ
る
が
、
本
の

場
合
は
、
本
と
い
う
も
の
が
、
相
当
は
っ
き
り
し
た
性
格
を
持

っ
て
い
る

関
係
か
ら
、
特
に
こ
の
点
、
即
ち
本
の
使
用
目
的
た
る
、
本
の
内
容
の
玩

味
と
、
も

一
つ
本
を
愛
す
る
心
情
と
に
よ
く
適
合
す
る
よ
う
配
案
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（中
略
）
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
た
装
案
を
え
て
適
宜

な
図
様
配
字
を
施
し
て
、
そ
の
美
術
要
素
を
美
術
化
す
る
こ
と
が
、

つ
ま

る
と
こ
ろ
装
本
美
術
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　
　
　
　
　
翁
装
本
と
は
し

恩
地
は
、
芸
術
家
と
し
て
装
本
の
理
想
を
追
究
し
実
践
し
て
き
た
。
そ
の

行
き

つ
い
た
先
が
、
装
本
と
は
、

表
紙
を
含
め
て
の
上
被
類

一
切
と
見
返
し
、
一扉
、
そ
し
て
更
に
完
全
を
求
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め
れ
ば
内
部
の
体
裁
ま
で
に
わ
た
っ
て
配
慮
さ
れ
た
も
の

（中
略
）
利
引

一‐
つ‐渕
∃
刷
悧
嘲
欄
調
引
囲
引
翻
則
側
ヨ
ｑ
利
瑚
ｄ
当
柵
淵
馴
咽
ｑ
図
引

で
あ
る
。
〈装
本
は
美
術
創
作
〉
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
、　
″オ
ン
チ
・

イ
ズ
ム
〃
な
の
だ
。

四
、

〈
サ
イ

セ
イ

・
イ
ズ

ム
〉

ま
ず
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
が
、
犀
星
の
装
慎
に
対
す
る
意
識
＝

書
物
に
対
す
る
哲
学
を
、
八
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る

「書
物
雑
稿
」
（
コ
回

薇
の
羹
り

の
中
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

前
提
と
し
て
、
犀
星
は
書
物
を

〈
工
芸
美
術
品
〉
と
捉
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
２
日物
を
愛
す
る
こ
と
は
そ
の
内
容
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
工
芸
品
と
し

て
の
彼
を
も
愛
す
る
の
で
あ
る
》
（五
、
装
釘
と
材
料
）
ま
た
、
《著
者
と
そ

の
傾
向
に
深
く
思
い
を
潜
め
な
い
で
ゐ
て
、
装
釘
な
ど
は
以
て
の
外
で
あ

る
。
装
釘
は
友
情
的
で
あ
り
理
解
し
て
く
れ
る

一
人
で
あ

つ
た
後
に
、
初
め

て
望
む
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
》
（同
）
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
製
本
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

刹

瑠

刊

ヨ

刷

例

悧

リ

ヨ

剛

翻

側

副

刻

日

嘲

日

「

ど―

剰

剰

引

入
念
と
手
強
さ
が
必
要
だ
。
製
本
の
手
強
さ
は
そ
の
最
も
装
釘
の
上
の
い

ち
じ
る
し
い
目
的
で
あ
り
、
装
釘
の
美
的
感
覚
の
な
か
に
隠
れ
て
ゐ
る
努

力
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（四
、
装
本
と
奥
附
）

そ
し
て
、
「八
、
装
釘
学
」
で

一
気
に
述
べ
る
。

装
頓
は
内
容
と

一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
条
件
は
、
装
憤
学

の
上
で
誰
で
も
気
の
付
く
こ
と
で
あ
る
。
乍
併
装
慎
の
成
功
に
依
つ
て
内

匈
引

一
‐
ロ
コ
硼
「
副
劃
翻
脚
Ⅵ
劉
日
「
釧
劇
翻
¶
判
剛
「
¶
日
国
劇
梱
劃
―こ―

装
頓
の
経
験
を
し
た
後
に
分
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
最
初
は
文
学
的
内
容
に

拘
泥
じ
す
ぎ
る
傾
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

装
頓
は
小
説
や
詩
の
命
題
の
や
う
な
効
果
と
役
目
を
負
う
て
ゐ
る
。

（中
略
）
書
家
や
専
門
の
装
頓
家
の
場
合
は
別
で
あ
る
が
、
装
頓
は
作
者

割

∃

柵

日

卿

到

創

剰

ｄ

劇

∃

翻

目

倒

Ｊ

嘲

馴

遇

剣
州
ョ
洲
劉
Ｊ
刻
∃
測
珊
日
網
馴
利
用
翻
倒
�
馴
Ⅵ
¶
咽
引
引
劇
ｏ
（中
略
）

馴
澗
翻
測
襴
釧
劉
司
悧
―こ―
洲
洲
冽
翻
「
川
劉
引
引
州
引
川
網
目
旧
劉
州
「
劉

が
、
華
美
絢
爛
な
装
ひ
を
凝
ら
し
た
時
に
は
余
り
成
功
し
て
ゐ
な
い
、

（略
）
飽
か
な
い
気
持
を
続
け
る
為
に
は
凡
ゆ
る
装
頓
は
地
道
に
、
日
を

栓
う
て
生
じ
る
書
籍
愛
を
繋
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

《
装
頓
は
作
者
自
身
で
親
切
に
行
為
す
べ
き
も
の
》
そ
う
で
な
い
場
合

は
、
《
気
持
ち
の
通
じ
る
書
家
や
装
頓
家

に
依
嘱
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
》

―
―
こ
の
こ
と
ば
通
り
の
こ
と
が
、
自
装
の
多
さ
と
、
恩
地
を
代
表
と
す
る

《気
持
ち
の
通
じ
る
》
人
物

へ
の
装
頓
の
依
頼
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
《装
頓
は
小
説
や
詩
の
命
題
の
や
う
な
効
果
と

作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―
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作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―

役
目
を
負
う
て
ゐ
る
》
―
―
こ
こ
に
、
作
品
を
描
く
こ
と
と
本
を
造
る
こ
と

を
同
次
元
に
捉
え
る
発
想
の
源
を
見
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
犀
星
が
装
頓
に
こ
だ
わ
り
、
さ
ら
に
自
装
を
続
け
た
理

由
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
犀
星
に
と

っ
て

「本
を
造
る
」
と
い
う

こ
と
は
何
な
の
か
。

〈犀
星
の
書
物
〉
を
改
め
て
見
直
す
と
、
必
ず
し
も
成

功
し
た
装
頓
ば
か
り
で
は
な
い
。
内
容
と
の

一
致
や
装
頓
の
意
図
を
量
り
か

ね
る
も
の
も
あ
る
。
自
装
本
に
至

っ
て
は
、
そ
の
傾
向
が
強
い
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
な
の
か
。
作
品
を
描
く
こ
と
と

本
を
造
る
こ
と
を
同
次
元
に
捉
え
て
い
る
こ
と
で
、
作
品
数
が
増
せ
ば
そ
れ

だ
け
装
膜
数
も
増
す
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
本
論
冒
頭
に
も

示
し
た

『
火
の
魚
』
の
中
に
、
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

書
物
は
そ
の
装
頓
を
造
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
、
何
時
も
そ
の
書
物
と
の
わ

か
れ
を
告
げ
る
の
が
、
私
の
な
ら
ひ
で
あ

つ
た
。
装
本
の
奥
義
は
造
庭
の

一
部
分
に
も
ま
が
う
も
の
で
、
た
だ
飽
き
な
い
本
を
造
る
こ
と
が
目
標
な

刻

川

翻

日

劃

引

翻

冽

翻

馴

司

「

国

¶

劃

劉

帽

倒

悲
し
い
失
敗
を
か
さ
ね
て
ゐ
た
。

ま
た
、
七
年
ぶ
り
の
著
書
と
な
っ
た

『黒
髪
の
書
』
（新
潮
社
　
昭
和
三

十
年
二
月
）
の

「序
と
解
説
」
の
中
で
、
小
説
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
こ
の

よ
う
に
述
べ
る
。

私
の
小
説
と
い
ふ
も
の
に
は
、
何
処
に
も
す
く
ひ
の
あ
と
が
見
え
な

い
、
そ
の
く
せ
私
は
何
と
か
し
て
す
く
ひ
を
失
い
た
く
な
い
た
め
に
、
多

く
の
こ
ま
か
い
小
説
を
書
い
て
す
く
ひ
を
形
づ
け
よ
う
と
し
て
、
い
つ
も

失
敗
を

つ
づ
け
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
、
犀
星
に
と

っ
て
自
己
と
の
格
闘
そ
の
も
の
が
、
「作
品
を
書
く
」

こ
と
で
あ
り

「
本
を
造
る
」

こ
と
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
こ
れ

が
、

〈
サ
イ
セ
イ

・
イ
ズ
ム
〉
で
あ
る
。

お
わ

り

に
―

―

「
本

を
造

る
」

と

い
う

こ
と

現
在
読
む

〈書
物
〉
の
形
態
は
、
日
本
で
は
明
治
以
降
で
あ
り
、
近
代
日

本
文
学
の
作
家
の
中
で
、
「
本
を
造
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
実
践
し
た
の

は
、
む
ろ
ん
犀
星
や
恩
地
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
夏
目
漱
石
が
徹
底
じ

た

〈書
物
製
作
者
〉
で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
す
で
に
明
治

。
大
正
期
の
文

学
と
装
頓
、
挿
画
な
ど
の
美
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
言
及
が
さ
れ
て

い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
と
い
う
時
代
の
、
書
物
黎
明
期
か
ら
時
を
経
て
の
、
「作
家
室
生
犀

星
」
と

「装
本
家
恩
地
孝
四
郎
」
。

〈装
頓
は
小
説
や
詩
の
命
題
の
よ
う
な

効
果
と
役
目
を
負
う
〉
と
す
る
犀
星
。

〈装
本
は
美
術
創
作
〉
と
す
る
恩

地
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
著
者
が
文
学
的
内
容

（作
品
の
内
容
）
だ
け

に
か
か
わ
る
の
で
は
な
く
、
外
装
と
な
る
装
頓
に
ま
で
か
か
わ
り
装
本
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
装
頓
は
書
物
の
衣
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

一
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般
的
な
観
念
で
本
を
造

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
犀
星

の
場
合
は
、
著
者
本
人
が
か
か
わ
り
す
ぎ
る
こ
と
で
、
自
ら
も
告
白
す
る
よ

う
に
全
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
終
生
、
自
著
に

関
し
て
の

〈本
を
造
る
〉
こ
と
と
格
闘
す
る
。
他
方
、
恩
地
の
場
合
も
、
経

済
成
長
と
営
利
主
義
的
な
出
版
社
の
乱
立
に
よ
り
、
晩
年
は
自
ら
の
理
念

・

理
想
と
の
間
で
苦
悩
す
る
。

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
に
、
飽
く
な
き
探
究
を
続
け
て
き
た
両
者
の

足
跡
か
ら
見
え
る
も
の
は
何
か
。
犀
星
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
、

装
頓
は
作
品
と

一
緒
に
、
或
は
全
然
装
帳
の
み
の
独
自
の
値
と
し
て
永
く

後
世
に
間
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
書
物
の
晴
衣
と
し
て
の
装
頓
は
そ
の

時
代
の
結
構
や
風
俗
文
明
の
程
度
を
後
代
に
語
る
に
雄
弁
な
こ
と
は
木
版

時
代
に
於
て
元
禄
版
享
保
版
の
紙
質
や
表
装
の
流
行
に
伴
う
て
、
自
ら
元

禄
の
典
雅
は
享
保
の
雅
籍
を
超
え
て
ゐ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
或

意
味
で
は
装
頓
は
百
年
の
後
に

一
瞥
し
て
そ
の
時
代
の
何
物
か
を
釈
明
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
作
品
と
装
頓
が

一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め

て

〈本
〉
と
し
て
読
者
に
問
う
存
在
に
な
り
、

〈本
〉
そ
の
も
の
が
時
代
を

語
る
も
の
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
犀
星
と
恩
地
の
み
な

ら
ず
大
正
期
以
降
の
作
品
と
装
頓
、
そ
し
て
、
造
本
に
つ
い
て
探
求
す
る
こ

と
は
、
近
代
文
学
に
お
け
る
活
字
文
化
と
美
術
と
の
共
鳴
か
ら
生
ま
れ
る
作

品

へ
の
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
、
ま
た
、
文
学
作
品
の
中
の
芸
術
論
を
見
出
す

こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

注
（
１
）
　

拙
稿

　

「
室
生
犀
星

『
火
の
魚
』
論
―
―

一
つ
の
芸
術
論
と
し
て

―
―
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
二
十

一
号
　
梅
光
女
学
院
大
学
　
日

本
文
学
会
）
の
中
で
、
犀
星
の
装
慎
意
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、
金
魚
の

魚
拓
を
採
る
こ
と
へ
の
執
着
は
、
〈私
〉
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
探
究

で
あ
り
、
装
幅
の
こ
だ
わ
り
は
、
〈私
〉
の
芸
術
論
の
展
開
と
論
じ
た
。

（２
）
　

装
慎
の
他
、
題
察
で
は
、
下
島
勲
　
七
／
畦
地
梅
太
郎
　
一
／
恩
地
孝

四
郎
　
一
一。
ま
た
、
畦
地
梅
太
郎
に
よ
る
字
刻
が
七
あ
る
。

（３
）
　

昭
和
五
十
二
年
に
、
室
生
朝
子
に
よ
り
削
除
部
分
を
補
い
冬
樹
社
よ
り

再
発
行
。
そ
の
際
も
、
恩
地
の
装
頓
が
使
用
さ
れ
た
。
室
生
朝
子
に
よ

る

「
あ
と
が
き
」
に
は
、
《装
頓
は
恩
地
三
保
子
氏
に
礼
を
通
し
、
恩

地
孝
四
郎
装
慎
の

「蒼
白
き
巣
窟
」
の
音
の
ま
ま
の
形
に
し
た
》
と
あ

Ｚ
Ｏ
。

（
４
）
　

恩
地
孝
四
郎

「『
感
情
ヒ

（小
宮
允
教
授
華
甲
記
念
文
集
編
纂
委
員
会

『近
代
詩
の
詩
的
展
開
』
河
出
書
房
　
一
九
五
四
年
二
月
）

井
上
芳
子
は
、
「大
正
期
の
雑
誌

『月
映
』

・
『感
情
』

・
『内
在
』

と
恩
地
孝
四
郎
」
∩
恩
地
孝
四
郎
　
色
と
形
の
詩
人
』
　
士璽
冗
新
聞
社

／
美
術
館
連
絡
協
議
会
　
一
九
九
四
年
）
の
中
で
、
『感
情
』
時
代
の

作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―
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作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―

犀
星
が
恩
地
に
与
え
た
影
響
や
、
親
密
で
あ
っ
た
関
係
に
つ
い
て
言
及

し

て

い

る

。

（５
）
　

こ
の
詩
集
で
、
自
作
に
つ
い
て
の
作
品
論

「抒
情
画
に
つ
い
て
」
を
載

せ
て
い
る
。

犀
星
は
、
こ
の
詩
集
に
関
し
て
同
号
に

《見
て
も
判
ら
な
い
も
の
は

判
ら
な
い
が
ど
こ
か
し
ら
好
き
だ
。
微
妙
な
力
で
迫
つ
て
く
る
。
宇
宙

の
力
生
気
の
振
動
を
感
じ
た
。
激
し
い
新
鮮
な
匂
ひ
を
も
つ
て
心
情
に

ぴ
つ
た
り
く
る
》
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

（６
）
　

「短
歌
の
思
い
出
」
（
『
短
歌
研
究
』
昭
和
十
四
年
二
月
）

（
７
）
　

犀
星

『
愛
の
詩
集
』
発
行
の
前
年

（大
正
六
年
）
、
朔
太
郎
の
詩
集

『
月
に
吠
え
る
』
で
、
故
田
中
恭
吉
の
遺
作
自
作
三
点
を
加
え
、
装
頓
、

装
絵
、
カ
ッ
ト
を
構
成
し
た
。
こ
の

『
月
に
吠
え
る
』
に
つ
い
て
犀
星

は
、
「感
情
」
八
号
の
中
で
、
《萩
原
の
詩
集
は
非
常
に
売
れ
た
、
本
の

美
し
か
っ
た
の
と
又
あ
あ
い
ふ
風
の
詩
と
田
中
君
の
絵
と
の
調
和
は

「
よ
き
読
者
」
の
心
を
温
め
た
も
の
に
ち
が
ひ
な
い
。
》
と
評
す
る
。

（８
）
　

沼
田
栄
子

「
恩
地
孝
四
郎
の
装
本
の
美
学
」
（
『
恩
地
孝
四
郎
　
色
と

形
の
詩
人
』
　
一璽
冗
新
聞
社
／
美
術
館
連
絡
協
議
会
　
一
九
九
四
年
）

沼
田
は
、
こ
の
論
考
の
中
で
、
竹
久
夢
二
に
影
響
を
受
け
、
夢
二
と

の
関
係
の
中
で
装
本
美
学
の
礎
を
得
た
恩
地
。
白
秋
と
の
出
会
い
に
よ

り
花
開
き
、
さ
ら
に
新
興
美
術
運
動
の
影
響
か
ら
新
た
な
展
開
を
し
て

い
く
恩
地
。
こ
れ
ら
、
恩
地
の
動
き
を
論
じ
て
お
り
、
″装
本
家
恩
地

孝
四
郎
〃
の
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（９
）
　

「書
物
雑
稿
」
に
は
、
次
の
も
の
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

一
、
書
物
の
流
転
／
二
、
工
芸
美
術
品
と
し
て
の
書
物
／
三
、
初
版
本

／
四
、
製
本
と
奥
附
／
五
、
装
釘
と
材
料
／
六
、
読
者
に
就
て
／
七
、

書
物
と
友
愛
／
八
、
装
釘
学

（１０
）
　

犀
星
は
、
「装
慎
」
と

「装
釘
」
を
区
別
せ
ず
混
用
し
て
い
る
。

（１１
）
　

紅
野
謙
介

『
書
物
の
近
代
』
（ち
く
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
１
８〇
　
一
九
九
二

年
）
に
詳
し
い
。
そ
の
中
で
、
紅
野
は
、

《漱
石
は
書
く
こ
と
、
書
物

を
作
る
こ
と
の
根
底
に

「自
分
」
の
満
足
を
お
い
た
。
そ
れ
は
他
の
も

の
に
は
換
え
が
た
い

「自
分
」
で
あ
っ
た
。》
と
指
摘
し
て
い
る
。

近
代
文
学
と
図
像
と
の
関
わ
り
を
問
う
論
考
が
、
「
日
本
近
代
文
学

第
７８
集
」
で
特
集
と
し
て
組
ま
れ
た
。
特
集
の
七
本
の
論
考
の
中
で
、

宮
内
淳
子

「花
田
清
輝
と
桂
ゆ
き
―
―
画
家
に
よ
る
装
幅
の
一
例
と
し

て
―
―
」
が
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。
宮
内
は
、
《画
家
の
装
頓
は
、

画
家
の
自
己
主
張
が
か
え
っ
て
邪
魔
に
な
り
、
書
物
の
印
象
を
壊
す
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
成
功
す
れ
ば
、
作
家
と
画
家
の
共
演
と
い
う
、

書
物
と
い
う
か
た
ち
で
し
か
味
わ
え
な
い
醍
醐
味
を
生
む
。
そ
れ
は
読

者
に
、
テ
キ
ス
ト
だ
け
の
と
き
と
は
ま
た
違
う
視
界
を
与
え
て
く
れ

る
。
（中
略
）
単
行
本
刊
行
時
の
装
慎
は
全
集
や
文
庫
本
に
な
る
と
き

に
消
え
て
し
ま
う
が
、
活
字
文
化
の
そ
ば
に
あ
っ
た
美
術
の
存
在
を
改

め
て
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
》
と
述
べ
て
い
る
。
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（・２
）
　

犀
星
の

『黒
髪
の
書
』
の
装
慎
に
関
し
て
、
谷
田
昌
平
が

『
回
想
　
戦

後
の
文
学
』
（筑
摩
書
房
　
昭
和
六
十
三
年
）
の
中
で
、
《最
初

『紙
と

字
』
だ
け
の
装
慣
を
考
え
て
い
た
先
生
は
、
幸
や
か
な
こ
の
洋
画
の
感

じ
が
好
み
に
合
わ
な
か
っ
た
。
（略
）
犀
星
の
希
望
は
、
時
代
の
感
覚

に
あ
わ
な
い
点
が
多
く
て
、
社
の
編
集
会
議
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
（中
略
）
犀
星
の
よ
う
な
独
自
の
美
意
識
を
も

っ
た
文
壇
の
大

家
の
好
み
に
そ
い
な
が
ら
本
を
作
る
こ
と
の
む

つ
か
し
さ
を
痛
感
じ

た
。
》
と
述
べ
て
い
る
。

（‐３
）
　

「書
物
の
装
慎
」
（初
出
題

「書
物
の
装
頓
―
―

『
鏡
花
全
集
』
の
箱

に
つ
い
て
」
読
売
新
聞
四
面
　
昭
和
二
年
四
月
十
三
日
）

作
家
室
生
犀
星
と
装
本
家
恩
地
孝
四
郎
―
―

「
本
を
造
る
」
と
い
う
こ
と
―
―
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